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年
の
あ
る
日
、
29
株
の
麻
を
栽
培
し
24
ｇ

を
所
持
し
た
罪
で
逮
捕
、
投
獄
さ
れ
た
の

だ
。66

歳
の
聡
明
な
初
老
女
性
の
逮
捕
は
市

民
に
衝
撃
を
与
え
た
。
麻
薬
密
売
人
で
は

な
く
、
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
個
人
的

に
栽
培
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
だ
っ
た

こ
と
に
よ
る
。
最
高
裁
判
所
の
前
で
の
デ

モ
な
ど
反
対
運
動
が
盛
り
上
が
っ
た
。
そ

の
結
果
、
法
律
で
自
家
栽
培
と
25
ｇ
以
下

の
所
持
は
個
人
使
用
と
見
な
さ
れ
る
と
い

う
解
釈
が
示
さ
れ
、
議
論
が
進
展
し
た
。

な
か
で
も
、
第
40
代
大
統
領
を
務
め
た
ホ

セ
・
ム
ヒ
カ
氏
は
12
年
に
新
た
な
大
麻
規

制
の
方
針
を
示
し
た
。
翌
13
年
12
月
に
大

麻
規
制
管
理
法
（N

o.19.172

）
は
議
会

で
可
決
さ
れ
、
大
統
領
の
署
名
を
経
て
14

８
２
８
年
に
独
立
を
果
た
し
て
い
る
。

カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
女
史
の
投
獄

内
戦
が
落
ち
着
い
た
20
世
紀
初
頭
、

Fibra V
egetal 

社
が
国
内
の
ヘ
ン
プ
事

業
を
独
占
し
、
栽
培
研
究
は
共
和
国
大
学

農
学
部
が
担
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、

１
９
２
５
年
の
第
二
ア
ヘ
ン
条
約
と
61
年

の
麻
薬
単
一
条
約
に
よ
っ
て
国
際
的
な
大

麻
規
制
が
整
備
さ
れ
た
が
、
ウ
ル
グ
ア
イ

で
は
用
途
に
限
ら
ず
、
麻
の
生
産
・
所
持
・

使
用
等
が
公
式
に
禁
止
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
74
年
に
制
定
さ
れ
た
麻
薬
法

は
、
98
年
に
大
き
く
改
正
さ
れ

（N
o.17.016

）、“
合
理
的
な
”
用
量
の
消

費
に
つ
い
て
は
非
犯
罪
化
の
ま
ま
明
確
な

規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
麻
に
寛
容
な
国
で
大

麻
所
持
に
関
わ
る
事
件
が
起
き
た
。
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
出
身
の
ア
リ
シ
ア
・
カ
ス
テ
ィ

リ
ャ
女
史
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
植
物

文
化
に
関
す
る
著
作
家
で
あ
る
（
図
１
）。

ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
の
コ
ン
プ
ル
テ

ン
セ
大
学
で
教
育
学
と
観
光
学
を
修
め
た

彼
女
は
、
97
年
に
自
ら
資
金
を
調
達
し
て

『C
ultra C

annabis

（
麻
の
文
化
）』
を

出
版
し
た
。
同
書
は
09
年
に
米
ア
マ
ゾ
ン

が
取
り
扱
い
を
始
め
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
で

30
万
部
以
上
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
。
引
退
後
の
静
か
な
暮
ら
し
を
期
待
し

て
ウ
ル
グ
ア
イ
に
移
住
し
た
彼
女
が
、
庭

で
麻
の
自
家
栽
培
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
11

南
米
の
ブ
ラ
ジ
ル
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に

挟
ま
れ
た
ウ
ル
グ
ア
イ
共
和
国
は
、
２
０

１
３
年
に
世
界
で
初
め
て
大
麻
草（
以
下
、

麻
と
す
る
）
を
包
括
的
に
合
法
化
し
、
世

界
中
の
注
目
を
浴
び
た
。
人
口
は
約
３
４

５
万
人
。
国
民
１
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や

民
主
主
義
指
数
が
中
南
米
第
一
位
で
、
政

治
や
社
会
が
成
熟
し
た
国
家
と
さ
れ
て
い

る
。
国
土
の
大
部
分
を
砂
じ
ょ
う
土
の
丘

陵
地
帯
が
占
め
、
収
益
性
の
高
い
牧
畜
業

が
主
要
な
輸
出
産
業
と
し
て
行
な
わ
れ
て

き
た
。
肉
用
牛
の
飼
養
頭
数
は
約
１
２
０

０
万
頭
、
羊
は
約
８
０
０
万
頭
。
牛
肉
の

１
人
当
た
り
の
年
間
消
費
量
は
約
60
㎏
と

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
日
本
人
の
約
10

倍
は
食
べ
る
そ
う
だ
。

現
在
同
国
が
あ
る
地
域
は
１
５
１
６
年

に
ス
ペ
イ
ン
の
探
検
隊
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
、
１
６
０
０
年
代
以
降
は
ス
ペ
イ
ン
の

植
民
地
と
し
て
統
治
下
に
置
か
れ
た
。
ヘ

ン
プ
栽
培
は
、
１
７
８
２
年
に
後
の
首
都

と
な
る
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
で
「
ヘ
ン
プ
・
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
拓
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
王
朝
は

当
時
、
北
米
・
中
米
・
南
米
大
陸
や
ア
フ

リ
カ
に
拡
大
し
て
い
た
植
民
地
を
含
む
領

土
全
域
で
、
ヘ
ン
プ
栽
培
に
補
助
金
を
支

給
し
て
い
た
。
こ
の
地
で
も
ヘ
ン
プ
栽
培

が
推
奨
さ
れ
、
相
次
ぐ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

の
戦
禍
で
需
要
が
拡
大
し
た
帆
船
の
布
や

ロ
ー
プ
等
の
生
産
に
貢
献
し
た
。
ウ
ル
グ

ア
イ
は
、
そ
の
後
、
独
立
戦
争
を
経
て
１

ウルグアイ
世界で初めて全用途を包括的に
合法化した国の麻事情

第  回31
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図１：アリシア・カスティリャ女史
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認
め
た
。
購
入
量
の
上
限
は
、
国
民
１
人

当
た
り
１
カ
月
に
40
ｇ
。
自
家
栽
培
は
1

年
間
で
6
株
以
内
に
制
限
さ
れ
、
年
間
の

所
持
量
で
４
８
０
ｇ
に
相
当
す
る
。ま
た
、

愛
好
家
に
よ
る
15
～
45
人
の
「
大
麻
草
の

栽
培
ク
ラ
ブ
」
を
組
織
す
る
こ
と
も
認
め

ら
れ
、
ク
ラ
ブ
で
は
１
年
間
で
最
大
99
株

ま
で
の
栽
培
が
可
能
に
な
っ
た
。

実
際
の
免
許
制
度
の
運
用
は
、
行
政
の

内
部
調
整
に
手
間
取
り
、
法
律
が
発
効
し

て
か
ら
３
年
後
の
17
年
７
月
に
よ
う
や
く

第
１
号
の
販
売
薬
局
が
許
可
さ
れ
、
ス
タ

ー
ト
し
た
。
免
許
の
申
請
費
用
は
規
模
別

に
４
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
年
度
ご
と

に
３
万
円
か
ら
１
２
０
万
円
と
幅
広
く
設

定
さ
れ
て
い
る
。
20
年
４
月
現
在
の
許
可

状
況
は
表
１
の
と
お
り
で
、
購
入
者
と
国

内
栽
培
者
、
栽
培
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
合
わ

せ
る
と
の
べ
約
５
万
４
０
０
０
人
（
総
人

口
の
約
１
・
６
％
）
に
及
ぶ
。
最
も
懸
念

さ
れ
て
い
た
未
成
年
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
喫
煙

経
験
率
は
、
03
年
か
ら
18
年
ま
で
約
14
％

で
一
定
に
推
移
し
て
お
り
、
合
法
化
の
前

後
で
全
く
変
動
は
な
か
っ
た
。ち
な
み
に
、

タ
バ
コ
の
喫
煙
経
験
率
は
14
％
、
ア
ル
コ

ー
ル
は
13
％
で
あ
る
。

近
年
、
麻
を
合
法
化
す
る
国
や
地
域
が

増
え
て
き
た
が
、
用
途
別
に
管
轄
省
庁
が

異
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
例
え
ば
、
嗜
好

用
大
麻
は
酒
や
タ
バ
コ
類
と
同
じ
く
税
務

に
、
医
療
用
大
麻
は
保
健
・
医
療
・
衛
生

等
に
、
産
業
用
ヘ
ン
プ
は
農
林
・
産
業
に

ず
れ
も
国
立
種
子
研
究
所（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｅ
）

へ
の
登
録
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ヘ

ン
プ
の
栽
培
面
積
は
19
年
に
１
１
０
０
ha

分
が
許
可
さ
れ
た
が
、
実
際
の
作
付
面
積

は
そ
の
半
分
程
度
と
見
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
工
業
化
／
商
業
化
」
の
免
許

で
は
、
健
康
食
品
や
医
薬
品
に
応
用
で
き

る
機
能
性
成
分
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ

ー
ル
）
事
業
に
加
え
て
、
ヘ
ン
プ
の
種
子

や
葉
を
入
れ
た
南
米
特
産
の
マ
テ
茶
の
商

品
化
事
業
（
図
２
）
が
２
件
許
可
さ
れ
て

い
る
。
ヘ
ン
プ
の
展
開
は
、
他
国
よ
り
も

先
進
的
な
法
整
備
を
活
か
し
て
、
さ
ら
な

る
大
き
な
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
が
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

関
わ
る
省
庁
が
そ
れ
ぞ
れ
法
整
備
や
制
度

設
計
を
行
な
う
。

と
こ
ろ
が
、
ウ
ル
グ
ア
イ
で
は
、
用
途

を
区
別
せ
ず
に
公
的
機
関
の
大
麻
規
制
管

理
庁
（
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ａ
）
が
麻
の
栽
培
・
収

穫
、
加
工
・
製
品
化
、
流
通
、
販
売
、
消

費
ま
で
を
一
元
的
に
管
理
・
監
督
し
て
い

る
。
麻
の
包
括
的
な
合
法
化
は
、
国
が
流

通
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
密
売
組
織

の
取
引
価
格
を
暴
落
さ
せ
、
南
米
の
マ
フ

ィ
ア
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
が

狙
い
だ
っ
た
の
だ
。
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ａ
は
国
立

医
薬
事
務
局
、
公
衆
衛
生
省
、
社
会
開
発

省
、
畜
産
農
水
産
省
の
メ
ン
バ
ー
で
運
営

さ
れ
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
仲
間
内
で
嗜
み
た

い
人
、
治
療
に
使
い
た
い
患
者
、
栽
培
し

た
い
農
家
、
商
売
を
興
し
た
い
人
、
加
工

品
を
輸
出
入
し
た
い
企
業
、
大
学
の
研
究

者
な
ど
全
方
位
に
対
応
し
て
い
る
の
が
他

国
に
な
い
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

産
業
用
ヘ
ン
プ
の
取
り
組
み 

今
後
の
課
題
は
？

最
後
に
ヘ
ン
プ
に
関
す
る
事
項
だ
が
、

大
麻
規
制
管
理
法
に
基
づ
く
政
令
第
３
７

２
／
０
１
４
号
で
「
植
物
体
に
お
い
て
マ

リ
フ
ァ
ナ
成
分
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
１
％
を

超
え
な
い
」
こ
と
と
、「
使
用
す
る
品
種

は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
０
・
５
％
を
超
え
な
い
」

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
栽
培
品
種
は
表

１
の
「
作
物
（
向
精
神
作
用
な
し
）」
の

免
許
で
42
件
が
許
可
さ
れ
て
い
る
が
、
い

年
８
月
に
発
効
し
た
。

た
だ
し
、
麻
薬
単
一
条
約
を
管
理
す
る

国
連
組
織
の
国
際
麻
薬
統
制
委
員
会
（
Ｉ

Ｎ
Ｃ
Ｂ
）
は
ウ
ル
グ
ア
イ
に
対
し
て
、
国

際
法
に
違
反
し
た
こ
と
を
非
難
す
る
コ
メ

ン
ト
を
出
し
て
い
る
。

法
律
改
正
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
カ
ス

テ
ィ
リ
ャ
女
史
は
16
年
に
無
罪
と
な
り
、

名
誉
を
回
復
し
た
。な
お
、日
本
で
は
、“
世

界
で
い
ち
ば
ん
貧
し
い
大
統
領
”
と
し
て

知
ら
れ
る
ム
ヒ
カ
氏
だ
が
、
世
界
で
初
め

て
麻
を
完
全
合
法
化
し
た
指
導
者
と
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

用
途
の
垣
根
を
越
え
て 

麻
の
規
制
・
管
理
を
一
元
化

ウ
ル
グ
ア
イ
の
大
麻
規
制
管
理
法
は
、

事
前
に
所
定
の
手
続
き
を
し
た
18
歳
以
上

の
国
民
に
よ
る
、
栽
培
や
販
売
、
購
入
を

図２：ヘンプの種子・葉入りのマテ茶（販売価格は1kg当たり約600円）

表１：大麻規制管理法による免許の種類と許可件数
（2020年4月現在）

種類 許可件数
作物（向精神作用あり） 9件
作物（向精神作用なし） 42件

工業化/商業化 9件
研究調査 18件
購入者 4万1,174人

販売薬局 17軒
国内栽培者 8,278人

栽培クラブの会員 4,768人
栽培クラブの団体 158団体

出典：ウルグアイ大麻規制管理庁（IRCCA）のホームページ
（https://www.ircca.gub.uy）


